
7.4-1

７．４ レーザープリンタへのフォームオーバーレイ印刷

(1) ＬＩＰＳを使用してのフォームオーバーレイ

この機能は、ＢＰＣベースのシステムで使用できます。ＢＰＦの場合は、ＬＩＰＳ機能が使用でき

ないので、「(2)一太郎を使用」を参照して下さい。

ＬＩＰＳ搭載の、レーザープリンタに、印刷書式と、印刷データを一緒に送信して、１枚の用紙に

マージして印刷することができます。

印刷書式 印刷データ

横浜市神奈川区松本町５

石田 守 様

16000 16000 0 12000 600 12600

12.04 ガス料金 40 12000

正式な請求書

この方法ですと、印刷書式の固定項目（会社名など）を変えるだけで、オリジナルの請求書が作

成できます。プログラムをその都度作成する必要がなくなります。また、白紙のコピー用紙が使用

できますので、用紙にかかるコストが軽減できます。

対応できるプログラムは、次の通りです。

請求書 Ａ４用紙に、「正」「控え」の２枚を印字します。

すなわち、Ａ５サイズの請求書になります。

（ＨＮＬＢＳＥＩＫ、ＨＮＬＢＳＥＩＰ）

請求書（大） Ａ４用紙を２枚使用して、「正」「控え」を印字します。

（ＨＮＬＢＳＥＫＧ、ＨＮＬＢＳＥＫＰ）

納品書 Ａ５サイズで印字します。１，２枚の選択ができます。

（ＨＮＤＬＢＮＨＮ）

検針請求書 Ａ４用紙に、「正」「控え」の２枚を印字します。

すなわち、Ａ５サイズの請求書になります。

（ＨＮＬＢＫＥＮＳ、ＨＮＬＢＫＥＮＰ）

操作方法は、シリアルプリンタに印刷する場合と変わりませんが、環境設定を行う必要がありま

す。

①印刷書式を、￥ＬＰＧＧＡＭに登録。FORMAL/Vというソフトで作成します。このプログラ

ムは、提供されていませんから、アクセスに依頼することになります。

②XXXXXXXX.INI（XXXXXXXXは、プログラム名で、例えば、HNLBSEIP）を作成して、

￥ＬＰＧＷＩＮに登録。これは、無償で提供されます。

③レーザープリンタの設置の仕方によって、プリンタ切替のメニューが必要になります。
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(2) 一太郎を使用してのフォームオーバーレイ

この機能は、ＢＰＣ、ＢＰＦどちらでも使用できます。フォームの作成、印刷は、一太郎を使用

して行うので、ＬＩＰＳよりも柔軟に運用が可能です。プリンタの機種は任意です。また、一太郎

ならではの、フォント、色づかいの自由度があります。

一太郎は、バージョン１２以降を使用して下さい。

ＰＣへのインストールは、通常手順ですと、「Ｃ：￥Ｐｒｏｇｒａｍ Ｆｉｌｅｓ」 になります

が、ＩＮＩファイルでの指定が間違えやすいので、「Ｃ：￥ＪＵＳＴ」 を使用するようにして下さ

い。例えば、請求書プログラム（ＨＮＬＡ４２ＳＥ）の場合、ＩＮＩファイルは、次のように、指定

します。

置き場所：￥ＬＰＧＷＩＮ （ＢＰＣの場合）

￥ＢＰＦＷＩＮ （ＢＰＦの場合）

名前 ：ＨＮＬＡ４２ＳＥ．ＩＮＩ （プログラム名．ＩＮＩ）

内容 ：ＩＮＩファイルの中に次のように定義する。

[HNLA42SE]

; 一般用 （コメント）

C:\JUST\TARO15\TARO15.EXE Y:\LPGFRM\請求書Ａ４／２.JTD /P /NOLOGO

◎一太郎は、当システムとは、別途購入して下さい。


